


2021 年度 昼間部 2年 鉄道科鉄道・交通サービスコース 

 

進級・卒業基準単位 

 
各期全単位を取得すること。 

 

履修科目・単位一覧 

 

 

 

 

 

 

 























 

 

シラバス（授業計画） 
科目名 ステーションエクササイズⅠ・Ⅱ 科目区分 専門科目 

対象 鉄道科鉄道・交通サービスコース 授業形式 演習 

実施期 2 年 前期・後期 単位数 
前期 ： 2 単位 

後期 ： 2 単位 
時間数 

前期 ： 30 時間 

後期 ： 30 時間 

担当 

北原 大輔 

実務経験 ： 有 ・ 無  スポーツインストラクターとして実務経験あり。 

授業概

要 

仕事で最低限必要な体力を身に着ける。健康維持増進のために日頃から身体を動かしておくことは必要不

可欠なことであり、また、身体運動量が比較的高い職業においては、高い体力レベルを保持しておくことが

望ましいと言えます。基本的な運動や格闘技を通じて精神力と敏捷性、持久性、平衡性など、はつらつとし

た身体をつくります。また、球技スポーツの体験を通して、健康および体力の向上を図るとともに、運動習慣

を体得し、生涯に渡り運動・スポーツを実践できるようになることを目指します。加えて、コミュニケーション

能力とリスペクトの精神を養うことで、社会人として必要とされる他者と協働する力を鍛えます。 

到達目

標 

健康づくりのための身体活動基準以上の運動・スポーツの実践 

体力向上のための定期的なトレーニングの実践（自己目標の設定） 

検定資

格 
なし ・ 必修 ・ 任意   名称：  

教科書 

教材 
なし、必要によりプリント用意 

授業計

画 

【健康と体力】【筋トレⅠ】【「投げる」球技スポーツ】【ウォーキング、ランニング】 

 「健康」，体力」，「健康と体力の関係」について学ぶ 

筋トレ、器具の使い方や効果について 

バスケットボールなど（競技特性・ルールの理解と実践） 

ウォーキング、ランニングの正しいやり方と効用 

 

【ストレッチング】【格闘技】【持久力トレーニング】 

 ストレッチングの意義と実践 

キックボクシング等のパンチ、蹴りにより俊敏性を鍛える 

持久力トレーニングの意義と実践（持続性トレーニング） 

 

【筋トレⅡ】【運動と安全】【体力の測定と評価】 

前期より負荷を挙げて筋力アップを図る 

傷害の理解と予防 

形態計測，筋力測定，運動能力テストの実施と評価 

成 績 評

価 

方法 

 

※平常点は、授業への参加度や授業態度などを加味して 20 点満点とし、上記評価点数に組み込まれる。 

 

成績評

価 

基準 

Ａ：授業内期末試験  70 点以上、出席率 90％以上、平常点 15 点以上 優 

Ｂ：授業内期末試験  50 点以上、出席率 60％以上、平常点 10 点以上 良 

Ｃ：授業内期末試験  30 点以上、出席率 60％以上、平常点 5 点以上 可 

Ｄ：授業内期末試験  30 点未満、出席率 60％未満、 平常点 5 点未満 不可 

 

学生へのメッセージ 

 

 

 

 

















 

シラバス（授業計画） 

科目名 鉄道業務実務Ⅰ・Ⅱ 科目区分 専門科目 

対象 鉄道科鉄道・交通サービスコース 授業形式 前期：演習 後期：実技 

実施期 ２年 前期・後期 単位数 
前期 ： 3 単位 
後期 ： 2 単位 

時間数 
前期 ： 45 時間 
後期 ： 45 時間 

担当 

響 丈 

実務経験 ： 有 ・ 無  鉄道業界にて駅務、車掌、運転士として実務経験あり。 

授業概要 

 
安心・安全・正確が当たり前の日本の鉄道ですが、それは鉄道掛員の地道な業務で成り立っています。 
1 年生の時に学んだ基本を活かし、駅掛員、車掌の業務、運転士の業務の肝とは何なのか、授業で知識を習得し
ていただきます。 
また、学校内の施設を活用して、アナウンスや基本動作、CS の知識を活かしたお客様との応対などを体験し、鉄
道の仕事の本質をさらに知っていただきます。 
 

到達目標 
また、実際の業務を疑似体験し、鉄道員としての心構えをする。 
また、鉄道に限らず、社会人として必要な心構えをする。 

検定資格 なし ・ 必修 ・ 任意   名称：  

教科書 
教材 

プリント 

授業計画 

【鉄道輸送と安全について】 
鉄道の運転の世界とは 
【鉄道と法律】 
綱領とは 
鉄道員とは・求められる人物 
鉄道営業法について 
三河島事故について（原因と問題点と教育と訓練の重要性の原点） 
【鉄道知識】 
列車と車両 
鉄道信号について 
ATS・ATC などの保安装置 
時刻の表示・24 時間制 
電車と気動車 
【業務体験】 
実践的なアナウンス 
基本動作の意味を考え実践する 
車掌の到着監視・出発監視・客扱い時の注意点 
車掌の責任とは・駅員との違い 
列車防護について 
車掌の乗車券等の知識 
平常時・異常時の案内放送 

成績評価 
方法 

 
評価試験は実技・筆記試験の合計で100点とし、授業参加意欲を平常点として評価する。 

成績評価 
基準 

Ａ：評価試験90点以上、出席率90％以上、平常点優 
Ｂ：評価試験70点以上、出席率70％以上、平常点良 
Ｃ：評価試験50点以上、出席率60％以上、平常点可 
Ｄ：評価試験50点未満、出席率60％未満、平常点不可 

 
学生へのメッセージ 

最後の学生生活、授業を通じ、学生から社会人になるための心構えをしておきましょう。 

 







 

シラバス（授業計画） 

科目名 社会人準備講座 科目区分 専門科目 

対象 鉄道科鉄道・交通ｻｰﾋﾞｽｺｰｽ 授業形式 演習 

実施期 2 年 後期 単位数 後期： 2 単位 時間数 後期： 30 時間 

担当 

立石 智之 

実務経験 ： 有 ・ 無   

授業概要 
これから社会人として活躍するために、身につけておかなければならない最低限の常識やマナー、 
言葉遣いについて学びます。 
社会に出て恥ずかしい思いをしないよう事前準備をしっかり行いましょう。 

到達目標 社会人として求められる最低限の常識、マナーや言葉遣いを実践できることを目標とする 

検定資格 なし ・ 必修 ・ 任意   名称：  

教科書 
教材 

なし 
適宜プリントを使用する 

授業計画 

【社会人としての心構え 基本マナー】 
 ・社会人と学生の違いを考える  
・新卒で働く意義とは 
・あいさつ  仕事に対する姿勢  
・周囲とのコミュニケーション SNS サービスの怖さ 
 

【社会人としての常識】 

 ・出社から退社まで 

・身だしなみ 
・電話の対応（かけ方、出方、取りつぎ方、切り方） 

  
【社会人としての言葉遣い、社交文章】 

 ・丁寧語、尊敬語、謙譲語の使い方 

・ビジネス文書の書き方、ビジネスＥメールの書き方、会社で使うビジネス用語 
 

【お金についての基本情報】 
 ・お金を稼ぐ、使う、貯める 
 ・税金について、円/ドル相場と株のしくみ 
  
【福利厚生について】 
 ・社会保険と制度、持ち株制度など 
 

成績評価 
方法 

 
期末テストの点数（授業理解度）と出席率、平常点のすべてにおいて基準を満たすものを評価とする。 
 

成績評価 
基準 

Ａ：授業理解度80％以上、出席率 90％以上、平常点優 
Ｂ：授業理解度60％以上、出席率80％以上、平常点良 
Ｃ：授業理解度40％以上、出席率 60％以上、平常点可 
Ｄ：授業理解度40％未満、出席率 60％未満、平常点不可 

 
学生へのメッセージ 
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